
尿路上皮癌

レジメン番号 レジメン名称 薬品名 投与スケジュール 1コースの期間 制吐薬・前投薬 催吐リスク

ゲムシタビン 1000 mg/㎡ d1,8,15 軽度

シスプラチン 70 mg/㎡ d2 高度

ゲムシタビン 1000 mg/㎡ d1,8 軽度

シスプラチン 70 mg/㎡ d2 高度

Uro-13 エピルビシン膀注療法 エピルビシン 30 mg/body 膀胱内注入 d1 -

Uro-14 ピラルビシン膀注療法 ピラルビシン 30 mg/body 膀胱内注入 d1 -

ゲムシタビン 1000 mg/㎡ d1,8 軽度

カルボプラチン 4 AUC d1 中等度

Uro-24 GEM療法 ゲムシタビン 1000 mg/㎡ d1,8,15 28日間 デキサメタゾン注6.6mg 軽度

Pembrolizumab単独療法① ペムブロリズマブ 200 mg/body d1 21日間 - 最小度

Pembrolizumab単独療法② ペムブロリズマブ 400 mg/body d1 42日間 - 最小度

Uro-36 Avelumab単独療法 アベルマブ 10 mg/kg d1 14日間
ジフェンヒドラミン塩酸塩錠 50mg
アセトアミノフェン錠500mg

最小度

Uro-37 Enfortumab Vedotin療法 エンホルツマブ ベドチン 1.25 mg/kg max：125mg d1,8,15 28日間 デキサメタゾン注6.6mg 軽度

Nivolumab単独療法①
（術後補助療法）

ニボルマブ 240 mg/body 12ヵ月間 d1 14日間 - 最小度

Nivolumab単独療法②
（術後補助療法）

ニボルマブ 480 mg/body 12ヵ月間 d1 28日間 - 最小度

ペムブロリズマブ 200 mg/body d1

エンホルツマブ ベドチン 1.25 mg/kg max：125mg d1,8

Uro-44 Pembrolizumab+EV療法 21日間 デキサメタゾン注6.6mg 軽度

（d1,8,15）デキサメタゾン注6.6mg
（d2）ホスネツピタント注235mg
パロノセトロン注0.75mg
デキサメタゾン注9.9mg
（d3-5）デキサメタゾン注6.6mg

（d1,8）デキサメタゾン注6.6mg
（d2）ホスネツピタント注235mg
パロノセトロン注0.75mg
デキサメタゾン注9.9mg
（d3-5）デキサメタゾン注6.6mg

（d1）ホスネツピタント注235mg
パロノセトロン注0.75mg
デキサメタゾン注4.95mg
（d8）デキサメタゾン注6.6mg

Uro-28

Uro-39

Uro-22 GCarbo療法 21日間

投与量

Uro-05 GC療法（q4w） 28日間

Uro-06 GC療法（q3w） 21日間
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尿路上皮癌

ニボルマブ 360 mg/body d1 最小度

シスプラチン 70 mg/㎡ d1 高度

ゲムシタビン 1000 mg/㎡ d1,8 軽度

Nivolumab+GC療法
（7コース目以降）

ニボルマブ 240 mg/body d1 14日間 - 最小度

デュルバルマブ 1500 mg/body d1 最小度

シスプラチン 70 mg/㎡ d1 高度

ゲムシタビン 1000 mg/㎡ d1,8 軽度

デュルバルマブ 1500 mg/body d1

シスプラチン 35 mg/㎡ d1,8

ゲムシタビン 1000 mg/㎡ d1,8

Durvalumab+GC療法
（術後化学療法）

デュルバルマブ 1500 mg/body d1 28日間 - 最小度

高度

Uro-47

Durvalumab+GC療法①
（術前化学療法）

21日間

（d1）ホスネツピタント注235mg
パロノセトロン注0.75mg
デキサメタゾン注9.9mg
（d1-4）オランザピン錠5mg
（d2-4）デキサメタゾン注6.6mg
（d8）デキサメタゾン注6.6mg

Durvalumab+GC療法②
（術前化学療法）

21日間
ホスネツピタント注235mg
パロノセトロン注0.75mg
デキサメタゾン注6.6mg

Nivolumab+GC療法
（1-6コース）

21日間

（d1）ホスネツピタント注235mg
パロノセトロン注0.75mg
デキサメタゾン注9.9mg
（d1-4）オランザピン錠5mg
（d2-4）デキサメタゾン注6.6mg
（d8）デキサメタゾン注6.6mg

Uro-45
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